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㸰㹆㸯㸵�

大学の産学連ᦠ活動の㢮型化 

 

 
 見ᙪ（経済産業省）⬟ۑ

 

 

 
㸯㸬ᗎ 

 我が国のイノベーションをಁ㐍するୖで産学

連ᦠは㔜要なㄢ題である。このため，国は，大学

が産学連ᦠによって♫会に㈉献するように✀ࠎ

の施策をㅮじており，大学のከくもࡑのためにດ

ຊし，業とのඹྠ研究ཷࡸク研究は╔実に増加

してきた。しかし，我が国の産学連ᦠは国際的に

はまだపỈ‽であるにもかかわらず，この数年は

のఙびが㕌化してきている。このような状況をࡑ

改善するには，まず，産学連ᦠの現状をヲ⣽に分

析することから᳨ウをጞめることが必要である。 

 このような現状分析においては，産学連ᦠのྲྀ

⤌みにおいて大学㛫の差が大きいことに␃ពす

る必要がある。実際，ከくの大学のヰをఛえば，

これまでの実⦼においても，ᚋのㄢ題において

も大学㛫の᱁差が大きいことは明らかである。こ

のため，産学連ᦠの現ሙで対策をㅮじるୖにおい

ては，ࡑれࡒれの大学が置かれた状況に応じた᳨

ウが㔜要だが，୍方で，我が国体の産学連ᦠの

ಁ㐍を考えるሙ合には，状況の異なる大学の産学

連ᦠ活動の体ീをᢕᥱする必要がある。しかし，

このような体ീにࡘいてのᐈ観的な分析は少

なかった。 

 このため，本研究においては，⤫計データにᇶ

࡙いて，我が国の大学による産学連ᦠ活動に関す

る大学㛫の᱁差ࡑࡸれࡒれの分ᕸの体ീをᢕ

ᥱするとともに，こうした᱁差が⏕じる要因にࡘ

いて分析した。 

 なお，本研究は➹者ಶ人のものであり，所ᒓす

る機関の考えを示すものではない。 

 

㸰㸬分析方ἲ 

2-1. 業からのཷ入れ研究費・௳数の分ᕸ 

 文部科学省では，国ෆの国公⚾立の大学に対し

て産学連ᦠの実施状況の調査を行い，「大学➼に

おける産学連ᦠ➼実施状況にࡘいて」を +P に公

表しており[1]，ࡑのඹྠ研究実⦼（機関別）と

ཷク研究実⦼（機関別）の୰で，Ẹ㛫業からの

分のみのཷ入れ௳数（ዎ⣙数）とཷ入れ㔠㢠を掲

載している。このため，この⤫計の最新データで

ある平成22年ᗘ版を用いて，これらを合算して，

Ẹ㛫業からのཷ入れ研究費とࡑのዎ⣙௳数を

ồめ，ࡑの分ᕸをồめた。 

 分析対㇟としては，ඹྠ研究とཷク研究の୧方

にデータが示されている大学とし，▷期大学ࡸᕤ

業ᑓ㛛学ᰯは対㇟から㝖እした。対㇟大学数は，

国立大学で N 80，⚾立大学で N 157，公立大学で

N 41 となった。 

 

2-2. 大学の研究活動との┦関 

 Ẹ㛫業からのཷ入れ研究費の大学㛫᱁差の

要因として，大学ࡈとの研究活動の᱁差が考えら

れる。ࡑの⌮⏤は，業にとって，研究活動が活

発で，ࡑのために研究Ỉ‽の㧗い大学が連ᦠ┦ᡭ

ඛとして㨩ຊ的であることと，研究活動の活発な

大学にとっても，研究のための資㔠として公的資

㔠のみならずẸ㛫資㔠も必要と考えられること

である。ただし，ᚋ段に関しては，ከ㢠の公的資

㔠をᚓている大学はẸ㛫資㔠をあまり必要とし

ないとの㏫のྍ⬟性も考えられる。このため，大

学にとっての代表的な研究費である科学研究費

⿵ຓ㔠（科研費）の大学別の㓄分㢠を大学の研究

活動の活発さの指ᶆと考え，これとẸ㛫業から

のཷ入れ研究費とが┦関すると௬定して，┦関分

析を行った。 

 ල体的なデータとしては，科研費の㢠として，

「科学研究費の研究機関別採ᢥ௳数・㓄分㢠୍

ぴ」の「研究者が所ᒓする研究機関別 採ᢥ௳数・

㓄分㢠୍ぴ」>�@にグ載されている「新つ採ᢥ分㸩

⥅続分」の㓄分㢠㸩㛫᥋経費の合計㢠を科研費の

ྲྀᚓ㢠として用いた。点にࡘいては，ཷ入れ研

究費に合わࡏて平成 22 年ᗘのデータを用いた。

科研費ྲྀᚓ㢠も業からのཷ入れ研究費も，大学

㛫の᱁差が大きいため，ࡑれࡒれ対数ベースでの

┦関をྲྀることとし，このために，科研費または

業からのཷ入れ研究費が0の大学はこの分析対

㇟から㝖いた。対㇟大学数は，国立大学で N 80，

⚾立大学で N 151，公立大学で N 38 となった。な

お，対数としてはᖖ用対数を用いた。 

 また，┦関の要因として，科研費のከい大学で

は業とのዎ⣙௳数がከいのか，ዎ⣙ࡈとの平均

༢౯が増えるのかにࡘいても分析した。 
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2-3. 大学のᩍဨつᶍによる⿵ṇ 

 大学のつᶍには数༑ಸの差があるため，これを

↓どして大学別の産学連ᦠ活動を比較すれば大

つᶍ大学のパフ࢛ーマンスが㧗くホ౯されるの

はᙜ↛と考えられる。このため，本研究では，つ

ᶍの差を⿵ṇしたሙ合の科研費ྲྀᚓ㢠とẸ㛫

業からのཷ入れ研究費の┦関にࡘいても᳨ウし

た。 

 大学のつᶍとしては，村�2011�は⌮系ᩍဨ数

をྲྀり，⌮系ᩍဨ 1人ᙜたりのඹྠ研究数の大学

㛫比較を行っている。しかし，本研究では，⌮系

の学部に㝈らず，大学の産学連ᦠ活動の体ീを

ᢕᥱすることを┠的としているため，つᶍの指ᶆ

として大学のᩍဨ数を採り，ᩍဨ 1人ᙜたりのẸ

㛫業からのཷྲྀり研究費とᩍဨ1人ᙜたりの科

研費ྲྀᚓ㢠にࡘいて，ࡑれࡒれのᖖ用対数ベース

で，┦関分析を行った。 

ただし，ᩍဨにもᐈဨᩍဨࡸ≉௵ᩍဨがᒃり，

どの⠊ᅖをᩍဨ数とすべきかとの問題がある。こ

れにࡘいては，分析対㇟とする大学㛫でデータの

算定方ἲにできるだけ差が⏕じないことと，デー

タの入ᡭྍ⬟性とに㚷み，対㇟大学を国立大学と

し，ྛ大学が +P に掲載している「大学概要」な

どの資料୰のᩍဨ数（≉௵ᩍဨࡸᐈဨᩍဨは㝖

く）を用いることとした。 

 

2-4. 大学の学部構成による差 

 Ẹ㛫業からのཷ入れ研究費は，大学の学部構

成によっても大きく影響をཷけるとணされる。

このため，๓⠇でồめた国立大学のᩍဨ 1人ᙜた

り科研費ྲྀᚓ㢠とᩍဨ1人ᙜたりཷ入れ研究費の

データを用いて，大学をᪧᖇ国大学，総合大学，

ᕤ業大学，་学系大学，文科系大学，≉にࡑのう

のᩍ⫱大学などに༊分して，学部構成の影響をࡕ

分析した。 

 

３㸬分析結果 

3-1. 業からのཷ入れ研究費・௳数の分ᕸ 

 国立大学，⚾立大学，公立大学ࡈとのẸ㛫業

からのཷ入れ研究費の分ᕸをᅗ㸯に，また，ࡑれ

アンを表れの平均と࣓デࡒ 1 に示す。（ᅗ 1 の

階⣭༊分に関して，ཷ入れ研究費が少㢠の⠊ᅖの

༊分を⣽かく分けているのでὀពされたい。） 

 これらから分かる≉ᚩの第୍は，大学㛫の᱁差

が㠀ᖖに大きいことである。ཷ入れ研究費の最大

はᮾி大学の 42.0 ൨であり，これは国立平均

の 11.2 ಸ，⚾立平均の 71.1 ಸである。 

第の≉ᚩは，国立に比べて,⚾立ࡸ公立では

ཷ入れ研究費の少ない大学がከいことである。本

分析に用いた278大学合計のཷ入れ研究費の合計

399.5 ൨のうࡕ，国立だけで 287.7 ൨�72.0��

を༨めている。 

第୕の≉ᚩは，ཷ入れ研究費のᑠさな階⣭༊分

にከくの大学が入っていることである。これは，

アンが大変ᑠれの平均್に比べて࣓デࡒれࡑ

さいことからも明らかである。≉に，⚾立大学で

この傾向がᙉく，1000 以ୗが⚾立で 65 大学

（⚾立の 41.4�，本⤫計にᅇ⟅のない業ではこ

の比⋡はさらに㧗いとᛮわれる），公立で 14 大学

�34.1��,国立でも 13 大学�16.3��ある。୍方で，

10൨を㉸える大学が国立の7大学と⚾立の1大

学あり，この 8 大学だけで 196.1 ൨，体の

49.1�を༨めており，平均್をᘬきୖࡆるのに大

きく㈉献している。 

 

 
 
 

表 1. 業からの研究費の平均と࣓デアン. 

             （༢㸸ⓒ） 

  国❧大 ⚾❧大 බ❧大 

ᖹᆒ 㻟59㻚㻢 59㻚1  㻠㻢㻚㻠  

䝯䝕䜱䜰䞁 1㻟5㻚㻣 15㻚9 2㻣㻚㻣 

 

業とのዎ⣙௳数で見てもྠᵝの傾向が見ら

れる。大学ࡈとのẸ㛫業とのඹྠ研究及びཷク

研究のዎ⣙௳数の分ᕸをᅗ 1に，平均್と࣓デ

アンを表 2 に示す。（ᅗ 2 の階⣭༊分に関して，

ᅗ 1とྠᵝ，ዎ⣙௳数がᑠさな⠊ᅖの༊分を⣽か

く分けているのでὀពされたい。） 

 これらから，大学㛫の᱁差が㠀ᖖに大きいこと，

国立が⚾立ࡸ公立に比べてዎ⣙௳数がከいこと，

ዎ⣙௳数のᑠさな⠊ᅖの大学数がከく，≉に⚾立

でࡑの傾向が顕著なことが見られ，ཷ入れ研究費

とྠじ  。の≉ᚩが確認できたࡘ3

 

 

 

図 �� ᴗ䛛䜙の◊✲㈝別の大学数�
       （���� 年ᗘ） 
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 表 2. 業とのዎ⣙௳数の平均と࣓デアン 

               （༢㸸௳） 

  国❧ ⚾❧ බ❧ 

ᖹᆒ 㻟59㻚㻢  㻟㻠㻚㻢  㻟㻢㻚1  

䝯䝕䜱䜰䞁 11㻠 1㻠 21 

 

3-2. 大学の研究活動との┦関 

 科研費のྲྀᚓ㢠とẸ㛫業からのཷ入れ研究

費との┦関をᅗ 3に示す。対㇟とした 279 大学

体での┦関係数は 0.823 でⰋい┦関がᚓられた。

大学を国立，⚾立，公立に分けたをྵめて，┦

関係数と近ఝᘧを表 3に示すが，いずれも㧗い┦

関が確認できた。この点だけからすれば，大学の

産学連ᦠ活動の活発さは，大学の研究活動の活発

さによってㄝ明できるように見ཷけられる。 

 

 表 3. 科研費と業からの研究費の┦関 

  ┦㛵ಀ数 ㏆ఝᘧ 

య 0㻚82㻟㻠 㼘㼛㼓㼅㻩0㻚90㻠9㼘㼛㼓㼄-0㻚㻢18㻢

国❧大 0㻚8㻟㻣2 㼘㼛㼓㼅㻩1㻚20㻟㻢㼘㼛㼓㼄-0㻚899㻢

⚾❧大 0㻚㻣㻢㻟0 㼘㼛㼓㼅㻩0㻚8㻠㻢㼘㼛㼓㼄-0㻚5㻣19 

බ❧大 0㻚8201 㼘㼛㼓㼅㻩1㻚0205㼘㼛㼓㼄-0㻚㻣㻟 

 

ḟに，科研費のከい大学では業とのዎ⣙௳数

がከいのか，ዎ⣙ࡈとの平均༢౯が大きいのかの

分析結果をᅗ 4及び 5に示す。 

 

 

  

図䠎䠊ᴗ䛸のዎ⣙௳数別の大学数䠊

        （���� 年ᗘ） 



― 831―

 
 

 
 

 

 科研費ྲྀᚓ㢠とዎ⣙௳数との㛫の┦関係数は

0.817 でⰋい┦関が見られるが，ዎ⣙༢౯との㛫

には┦関は見られない。（┦関係数は 0.3349）な

お，この分析において，政策研究大学㝔大学が

業とのዎ⣙௳数が 1 ௳のみで，ࡑの㔠㢠が 18.6

ⓒと㧗㢠なためにዎ⣙༢౯が異ᖖ್となっ

たために対㇟データから๐㝖して分析した。 

 

 3-3. 大学のᩍဨつᶍによる⿵ṇ 

 国立大学を対㇟として，ᩍဨ 1人ᙜたりの科研

費ྲྀᚓ㢠とᩍဨ1人ᙜたりのẸ㛫業からのཷ入

れ研究費をᖖ用対数ベースで┦関分析したとこ

ろ，┦関係数は 0.628 となり，弱い┦関が見られ

た。これは，๓⠇の国立大学を対㇟とした┦関係

数 0.837 と比べて┦関の⛬ᗘがపくなっている。

このことは，๓⠇の分析のように，大学の研究活

動の活発さと産学連ᦠとの㛫は┦関がᙉいが，ࡑ

れは，༢に，研究活動の活発な（科研費のྲྀᚓ㢠

の大きな）大学にはᩍဨ数のከい大つᶍ大学がከ

いことが影響しているとゎ㔘できる。 
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 また，産学連ᦠの指ᶆをᩍဨ数で⿵ṇすれば，

大学のラン࢟ングに大きく影響する。ල体的には，

表 4が⿵ṇ๓のラン࢟ングで，表 5が⿵ṇᚋのラ

ン࢟ングである。村�2011�[3]においては，⌮

系ᩍဨ1人ᙜたりで⿵ṇすればᪧᖇ国大学ࡸᮾி

ᕤ業大学は国立大学の平均的なパフ࢛ーマンス

となるとしているが，本研究では，ᪧᖇ国大学の

パフ࢛ーマンスの㧗さは，ᩍဨ数で⿵ṇすること

によって少しపくなるが，౫↛としてୖとなっ

ている。୍方，本研究でもᕤ業大学など⌮系の༢

科大学➼が⿵ṇによってୖにୖがるとの点で

は村�2011�[3]とྠᵝの結果となっている。 

 

 

表 4 Ẹ㛫業からのཷ入れ研究費ୖ国立大学 

             （༢㸸ⓒ） 

    

Ẹ㛫

ᴗ䛛䜙の

ཷධ䜜

◊✲㈝ 

（ཧ⪃）

⛉◊㈝

ྲྀᚓ㔠

㢠 

1 ᮾி大学 㻠20㻠㻚9 22㻣0㻠㻚㻠 

2 ி㒔大学 㻟㻣㻠2㻚㻠 1㻟㻠91㻚2 

㻟 大㜰大学 2㻢㻣0㻚㻠 108㻢5㻚㻢 

㻠 ᮾ大学 19㻣1㻚5 10㻟㻟5㻚㻢 

5 ᮾிᕤᴗ大学 1㻢1㻠㻚9 5001㻚2 

㻢 ᕞ大学 1582㻚8 㻢1㻟1㻚8 

㻣 ྡྂᒇ大学 1221㻚㻢 㻢221㻚1 

8 ᾏ㐨大学 㻣8㻣㻚㻣 59㻟1㻚2 

9 ⚄ᡞ大学 㻢㻢0㻚㻟 2520㻚9 

10 ᗈᓥ大学 5㻠9㻚㻣 2㻠㻟8㻚㻢 

11 ୕㔜大学 㻠㻠㻢㻚㻢 㻢80㻚2 

12 ᮾி㎰ᕤ大学 㻠1㻟㻚2 10㻠5㻚0 

1㻟 ᒸᒣ大学 㻟91㻚9 21㻣1㻚1 

1㻠 ᒱ㜧大学 㻟㻣9㻚㻣 㻢2㻠㻚1 

15 ྡྂᒇᕤᴗ大学 㻟㻣㻠㻚㻠 5㻢㻢㻚㻟 

1㻢 ᚨᓥ大学 㻟㻢9㻚0 11㻣㻟㻚1 

1㻣 ༓ⴥ大学 㻟㻠8㻚2 18㻣1㻚㻢 

18 ಙᕞ大学 㻟㻟2㻚0 905㻚8 

19 ᒣཱྀ大学 㻟㻟1㻚㻣 8㻣0㻚㻠 

20 ⟃Ἴ大学 㻟15㻚8 㻟2㻠㻣㻚㻠 

21 ⇃本大学 㻟1㻠㻚9 159㻢㻚㻢 

22 㛗ᒸᢏ⾡⛉学大 2㻣8㻚0 㻠81㻚1 

2㻟 ᶓ国❧大学 2㻢2㻚2 㻢85㻚㻠 

2㻠 ᕞᕤᴗ大学 2㻠9㻚㻣 㻠5㻣㻚㻟 

25 㔠ἑ大学 2㻠0㻚㻠 1508㻚0 

 

 

 

 

 

表5 ᩍဨ1人ᙜたり業からのཷ入れ研究費ୖ

国立大学 

               （༢㸸） 

    

ᩍဨ 1 ே

ᙜ䛯䜚

ᴗ䛛䜙の

ཷධ䜜◊

✲㈝ 

（ཧ⪃）

ᩍဨ 1

ேᙜ䛯

䜚⛉◊

㈝ྲྀᚓ

㢠 

1 ᮾிᕤᴗ大学 1㻠㻢㻚5 㻠5㻟㻚8 

2 㛗ᒸᢏ⾡⛉学大学 1㻟5㻚0 2㻟㻟㻚5 

㻟 ி㒔大学 1㻟0㻚5 㻠㻣0㻚㻠 

㻠 ᮾி大学 108㻚㻠 585㻚5 

5 ྡྂᒇᕤᴗ大学 105㻚8 1㻢0㻚0 

㻢 ᮾி㎰ᕤ大学 98㻚9 250㻚0 

㻣 大㜰大学 8㻢㻚1 㻟50㻚㻟 

8 ᮾிᾏὒ大学 㻣㻢㻚9 88㻚㻣 

9 ㇏ᶫᢏ⾡⛉学大学 㻣5㻚㻢 1㻢㻣㻚0 

10 ྡྂᒇ大学 㻣1㻚1 㻟㻢2㻚㻟 

11 ᕞᕤᴗ大学 㻢9㻚9 128㻚1 

12 ᕞ大学 㻢8㻚0 2㻢㻟㻚5 

1㻟 ᐊ⹒ᕤᴗ大学 㻢㻣㻚㻣 52㻚㻟 

1㻠 ᮾ大学 㻢㻢㻚㻠 㻟㻠8㻚1 

15 ୕㔜大学 58㻚㻢 89㻚㻟 

1㻢 㝣ඛ➃⛉ᢏ大 58㻚0 1㻟5㻚9 

1㻣 ዉⰋඛ➃⛉ᢏ大 55㻚㻠 5㻣1㻚8 

18 㟁Ẽ㏻ಙ大学 52㻚5 1㻣8㻚㻟 

19 ᒱ㜧大学 50㻚2 82㻚5 

20 ி㒔ᕤⱁ⧄⥔大学 㻠9㻚9 1㻠㻟㻚2 

21 ㈡་⛉大学 㻠9㻚2 㻣㻠㻚㻟 

22 ⚄ᡞ大学 㻠9㻚0 18㻣㻚1 

2㻟 ᶓ国❧大学 㻠㻟㻚㻢 11㻟㻚8 

2㻠 ᚨᓥ大学 㻠㻟㻚1 1㻟㻣㻚0 

25 ᖏᗈ␆⏘大学 㻠0㻚0 1㻟㻟㻚0 

 

3-4. 大学の学部構成による差 

 ๓⠇でồめた国立大学のᩍဨ1人ᙜたりの科研

費ྲྀᚓ㢠とᩍဨ1人ᙜたりẸ㛫業からのཷ入れ

研究費の┦関を，大学の学部構成のタイプによっ

て༊分したのがᅗ 6である。このᅗにより，大学

の学部構成がẸ㛫業からのཷ入れ研究費の大

きさに及ࡰす影響を，大学の研究活動の活発さࡸ

大学のつᶍの影響を㝖いて᳨ウすることができ

る。 

 ල体的には，ᪧᖇ国大学に加えて，ᕤ業大学と

㎰大・㎰ᕤ大学においてẸ㛫業からの研究費を 
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用いた研究が┦対的に活発であること，ᩍ⫱大学

のの文科系の大学ではཷ入れ研究費が少ࡑࡸ

ないことが，ᅗから読みྲྀれる。また，総合大学

（་学部を᭷する大学も᭷さない大学も）ࡸ་大

は平均的である。このように，大学の学部構成は

産学連ᦠ活動の活発さに大きく影響を与えてい

る。 

 なお，経Ⴀ学のᩍဨの୍部では，業の㠀ᖖ

┘査ᙺࢥࡸンサルテングを行うを見⪺きす

るが，ᅇの分析では大学事ົᒁを通じた研究費

のみを対㇟としているため，ࡑれらは分析の対㇟

እとなっている。また，ዡ学ᐤ㝃㔠などの業か

らのᐤ付㔠を大学の研究に用いているも少な

くないが，現点での文部科学省の⤫計データに

ྵまれておらず，分析対㇟እとなっている。 

 

㸲㸬結 論 

 本研究においては，我が国の大学による産学連

ᦠ活動の活発さの分ᕸの体ീをᢕᥱすること

と，大学㛫の᱁差の要因を明らかにすることを┠

的として，大学別に，Ẹ㛫業からのཷ入れ研究

費，研究活動の活発さ（科研費ྲྀᚓ㢠）,大学の

つᶍ（ᩍဨ数）などの⤫計データと国公⚾立の差，

学部構成の差を用いて⤫計分析を行った。ࡑの結

果，ḟのことが明らかになった。 

 

㸯）大学による産学連ᦠの体ീに関して 

a�大学㛫で産学連ᦠ活動（Ẹ㛫業からの資㔠

を用いたඹྠ研究ཷࡸク研究）の᱁差は㠀ᖖ

に大きい。 

 b� 国公⚾立の別では，国立大学のパフ࢛ーマ

ンスがඃれている。 

 c� ཷ入れ研究費のᑠさな階⣭༊分にከくの大

学が入っている。≉に，⚾立大学でこの傾向

がᙉい。 

 

㸰）大学㛫の産学連ᦠの᱁差の要因に関して 

 a� 大学別の研究活動の活発さとの┦関は㧗い。

しかし，これは研究活動の活発な大学はつᶍ

の大きな大学がከいことが影響しており，ᩍ

ဨ 1人ᙜたりで分析すれば，┦関は弱いもの

となる。 

 b� 大学の学部構成は，産学連ᦠの᱁差に大き

な影響を与えている。ල体的には，ᕤ業大学

㎰大・㎰ᕤ大はᪧᖇ国大学とྠ⛬ᗘに㧗いࡸ

パフ࢛ーマンスを示しており，ᩍ⫱大学ࡑࡸ

のの文科系の大学のパフ࢛ーマンスはప

い。 

 

 なお，ᅇは，データのไ⣙により業からの

ᐤ付㔠ࡸ大学事ົᒁをさない産学連ᦠにࡘい

ては分析の対㇟እとしたが，これはᑗ᮶の研究ㄢ

題であり，ᚋ，データが整ഛされることが期ᚅ

される。 
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